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SYNOPS王S : Experimental investigations have been carried using the UV-preionized , electric-

discharge-excited XeCI laser. And we obtained a single shot output energy of 1.15J/P and an

average ou毎両軍ower of lO銅(for摘e即貢se repetition rate , f-100pps at a charging voltage
V-30kV). Improving the gas circulation loop of this proto-type , an average po帥er of up to

260輔　弼as obtained for f-50Gpps at V-30kV (230附　for f-1000pps at V-24kV).

These experimental results are presented in this paper

1.　はじめに　　エキシマレーザーの大ぬカ化を目的として,容馨移行型UV自動予備電離放電助起XeCi

レーザー発振器を試摩して,単発出力1.15J/P,平均出力10鋤　く繰り返し数-IOOpps)を得た｡更に,この

試摩概のガス循環系を改良して,出力の向上を図った結果,充電電圧30kV, 500ppsにおいて平均出力260如

く2蝕V,IOOOppsでは230齢　が得られた｡以下には,本発振器の構造及び畠力特性について報告する｡

2｡装　置　　試作したレーザー発振器のプロトタイプ(IOC摘/lOOpps)の断面構造図をFig.1に示す｡

本装置は,発振器部(A｣, Niメ　ッキ袈)とガス循環器部(ステンレス, Niメ　ッキ袈)とから構成されてい

る｡主放電電極はChang塑(A!, Niメッキ塞)で,長さ1.2恥　晦50mmの陰極および晦30mmの陽極を用い,

電極間隔は26mmである｡ストレージキャパシタ及びピーキングキャパシタはいずれもセラミ　ックコンデン

普(2.7nF)で構成しており,その全容馨はそれぞれ的130nF　および120nF　である｡また,ピーキングキャ

パシタは発振器内部に設置している｡予備電離ピンは138本であるが, 10本の電流導入端子によって,ス

ト　レージキャパシタと接続している｡

このプロトタイプ磯では,ガス循環器部に,長さ且m,直接150mm　のガス循環用クロスフローフア　ンとガ

ス冷却用熱交換器を設置している｡

更に,今回(26銅/500pps)は,ガス循環系をFig.2のように改造して,放電電極間のガス流速を約80m/s

と　し　て　い　る｡
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Fig.l Schematic of the laser (proto-type)　　　　　Fig.2　Schematic of the laser (improved)
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暴動回路は,通常の容董移行型回路であるが,高繰り返し化に際して,サイラトロンの負荷を低減する

ために, Fig｡3に示すように,サイ　ラトロン(EEV社製CX

1625)を2本並列運転(TlとTz)している｡スト　レージ

コ　ンデンサCsをCsl　とCsz　に分け,容貴はいずれも65nF

としている｡ピーキングコ　ンデンサCpは120nF　である｡

更に,ジッタによって一方のサイ　ラトロンへ電流が集中

するのを防止するために　L,, L:を設置して,エネルギ

ー移行回路を2系統に分離している｡

出力の測定には, Gentec社製ジュールメータ(ED-500),

Scientech　祖塞カロ7]-メータ(38-0405)を使用している｡

3.　結　果　　Fig.4に単発出力特性を示す｡充電電圧

が27kV以上でu/pを超え, 32kV充電時に1.15J/P　が得ら

れた｡また,最高効率は2.4　% (充電電圧23kV)であっ

た｡レーザー光のパルス幅は,半値全幅で33nsであり,

ビーム形状は約20mmx26mmの矩形であった｡ Fig.5　はプ

ロトタイプ機の繰り返し発振出力特性を示し,ガス循環

速度8m/sにおいて, IOOpps時, 100Wの出力が得られた｡

その后,ガス循環系の改良により,更に高宙力化を図

った結果, Fig.6に示す高繰り返し発振出力特性が得ら

れた｡全ガス圧6atm,充電電圧30kV,繰り返し数が500pps

において,平均出力260W,また充電電圧2細V,繰り返し

数がIOOOpps　において,平均出力230Wが得られた｡ただ

し, 400pps以上では,特定の周波数において出力の急激

な減少が計測された｡この原因は,放電時に発生する音

響エネルギーと循環系との相互作用に基く　ものと考えら

れ,現在,その対策を講じつつある｡

Fig.7　は全ガス圧3atm,充電電圧20kV,繰り返し数が

bOQppsにおいて2時間40分の連続運転(約5　×106　ショ

ット)を行った出力特性を示している｡出力はピーク健

(約180W)に対してJ. 10%程度の減少にとどまっている｡
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Fig.6　Po叫er Output Charactuistics
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Fig.3　Excitation Circuit

Fig.4　0utput Energy Characteristics
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Fig.5　記'epetitive Output Characteristics
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Fig.7　Output of Continuous Operation
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